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はじめに：日本の化学工業

 日本の化学工業市場は42兆円（2016年出荷額。対象：広義の化学工業）であり、付加価値額は17兆円となっている。
当該市場規模や付加価値額は、輸送用機械器具製造業に次ぐ基幹産業である。

 広義の化学工業の内訳は、①狭義の化学工業が約27兆円、②プラスチック製品が約12兆円、③ゴム製品が約3兆円と
なっている。

 世界的にみても日本の化学工業の出荷額は高く、世界第3位となる2,620億ドルとされている。

 日本の化学工業は、2000年～2010年までは輸出額が輸入額を大きく上回る構造であったが、2010年以降になると徐々に
変化し、2015年以降は輸出額と輸入額に大きな開きがなくなっている。2000年以降は輸出額・輸入額ともに拡大しているも
のの、伸長率では輸入額が輸出額を上回っている。

 上記の通り、日本の化学工業は世界でもトップクラスを維持しながらも、近年は輸入化学品が増加する構造になっている。

調査概要
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本企画資料の狙い

 国内化学工業の大きな傾向は上記の通りであるが、一方で最近では下記を要因として化学品の国内生産/国内調達を
再検討する企業も出始めている。

 米中貿易摩擦の長期化に伴う通商環境およびサプライチェーンの変化

 新興国の所得上昇と日本の所得/賃金が相対的に安くなったこと、省力化によるデジタル化の促進などを背景
とした製造業の国内回帰

 新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に伴って、製造業におけるサプライチェーン見直し

 そこで、本企画では、輸入依存度が高い化学品にフォーカスし、現在および今後の市場概要についてまとめる。

 なお、弊社ではこれまで「日本における1社製造化学品シリーズ」、「輸入化学品」、「輸入量100%の化学品」など、独自
の視点によって企画レポートを発刊している実績を有する。
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本企画の調査対象

 前述の通り、本企画では輸入依存度が高い化学品にフォーカスするものだが、今回は『脂肪族系有機化学品』を対象とした。

 広義の化学工業は、化学工業（狭義）＋プラスチック製品＋ゴム製品で構成されている。脂肪族系有機化学品は、化学品
工業（狭義）の主要セグメントの1つである有機化学工業製品に属する。

 環境負荷低減の視点から、脂肪族系有機化学品に関心が集まっている。脂肪族系有機化学品には多数の品目が属するが、
その中には特殊な品目/付加価値の高い品質も多く、かつ一部には輸入品の比率が高い品目もある。

 本レポートでは75品目について掲載している（調査の結果、輸入実績が低い品目も含む）。

調査対象
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脂肪族系有機化学品（75品目）

下記の選定条件に基づき、リストアップした。

• 条件①：国内生産はされておらず、輸入品のみが国内で流通している化学品

• 条件②：輸入品と日系メーカー（１～3社）の国内生産で構成されている化学品

＜品目選定方法＞
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日本の化学工業に関するデータ①

参考資料
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＜広義の化学工業出荷額（2016年）＞ ＜狭義の化学工業内訳①（2016年）＞

＜狭義の化学工業内訳②（2016年）＞

出典：日本石油化学工業協会
「グラフでみる日本の化学工業2018」
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＜化学製品の輸出入推移＞

出典：日本石油化学工業協会「グラフでみる日本の化学工業2018」

参考資料

日本の化学工業に関するデータ②
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調査内容

1. 品名・別名、主原料、既存化学物質番号、CAS №、HSコード、輸入関税率、製法

2. 国内市場規模推移（2017年～2019年、数量ベース、背景要因）

3. 国内市場規模予測（2020年～2022年、数量ベース、背景要因）

4. 用途（用途別市場規模、トピック）

5. 価格（平均実勢価格、トピック）

6. 国内生産・輸入比率

7. 参入メーカー（国内メーカー・輸入メーカー、トピック）

8. 輸入品が高シェア/国内メーカーが限定的な背景

＜調査項目＞

＜注意事項＞

• 本レポートは、貿易統計（関税率表含む）、化学工業統計等の公的データ（統計、定性情報）を参考に、弊社が独自にヒア
リングなどによって情報収集し、分析したものです。

• 弊社が提供する情報は、多方面への取材で得た様々な定性情報に基づき推定情報・推定値が含まれていることをあらか
じめご了承ください。

• 弊社に無断で引用・転載することはできません。引用・掲載される場合には上記担当者までご連絡ください。
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発刊時期・価格

発刊時期 定価（税別）

2020年9月 ２００，０００円

＜お申込み・お問合せ先＞

担当者 電話番号 E-mail

中村 正 03-6459-0165 t-nakamura@kohken-net.co.jp

高橋 潤 03-6459-0165 j-takahashi@kohken-net.co.jp
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これまでの発刊実績

企画名 発刊時期 概要

輸入有機薬品に関する調査 2008年 450品目程度の輸入有機薬品を調査

日本における1社製造化学品に関する調査
【有機薬品編】

2008年 100品目程度の国内1社製造の有機薬品を調査

日本における1社製造化学品に関する調査
【ポリマー編】

2010年 100品目程度の国内1社製造のポリマーを調査

過去に発刊した関連するマルチ企画資料
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弊社ご案内

弊社の特徴・強み

株式会社工業市場研究所はマーケティングリサーチ業を主業務としています。

クライアントが求める情報に対して、『欲しい情報』を得るための各クライアントに合った調査項目を設計し、調査対象となる

業種・業界のメーカー、ユーザー、販売店（代理店）等への訪問または電話によるヒアリングで得られた『生きた情報』を基に調

査分析業務を行っています。

広範な分野での調査実績があり、研究員の足を使って質の高い生の情報を収集・分析する『ヒアリングのプロフェッショナル

集団』として特定の分野に拘らず、広範な調査を実施する弊社の特色を活かした調査・分析をご用命いただいています。

強み①：50年以上の実績

• 1967年の設立以降、独立系調査会
社として市場調査を専門に行ってき
たノウハウにより、クオリティーの高
い調査を実施。

• 取引者数は約2,000社、年間の受託
調査件数は2,000件以上でその
95％以上がヒアリング調査。

• 50年の事業展開と約90名の調査員
により、どのような産業分野でも対
応できる適用範囲の広さと高い専
門性を有する。

• 日本国内だけではなく、海外案件も
多数。

• BtoBの直接訪問＆電話ヒアリング調
査を得意とし、インターネットリサーチ
のような定量調査では絶対に入手で
きない、現場の「生の声」をご提供致
します。

強み②：全産業界に対応 強み③： BtoBヒアリングに強み

 足で稼いだ〝活きたヒアリング情報〟を基に現状を分析し、あるべき姿に向かうための何が必要なの
かをご提案いたします。
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弊社ご案内

弊社の特徴・強み

住宅・
不動産分野

＜エネルギー＞
・代替エネルギー・新エネルギー
・コージェネレーション
・太陽電池
・燃料電池

＜デジタルイメージング
＆ホームエレクトロニクス＞
・フラットパネルディスプレイ
・家電機器
・プリンター
・画像表現技術
・フォトマーケット

＜情報通信・エレクトロニクス＞
・スマートグリッド/スマートシティ
・SaaS/クラウド
・光デバイス
・通信機器
・AV家電
・半導体/製造装置
・携帯電話/スマートフォン

＜設備機器、装置＞
・空調関連機器
・水回り関連機器
・エネルギー関連
・その他

＜モビリティ＞
・自動車
・輸送機器

＜メディカル＞
・医療・診断用機器
・電子医療システム
・医療材料

＜環境＞
・環境技術
・環境エンジニアリング
・水処理技術
・フロン関連

産業分野

・玩具／文具
・スポーツ用品
・ペット／ペット用品
・家電製品
・家具／インテリア

・通信機器
・カメラ／光学機器
・ＯＡ製品／ステーショナリー
・住宅設備機器
・自動車

・建物管理／保全
・物流サービス
・広告／セールスプロモーション
・アウトソーシングビジネス
・ＦＣビジネス
・通信販売／訪問販売

・理美容／エステティック
・介護サービス
・冠婚葬祭サービス
・輸送サービス
・レジャー／観光／旅行
・シルバービジネス（高齢者）

・物販サービス
・飲食サービス
・通信サービス
・金融・保険サービス
・各種情報サービス
・教育サービス

消費財・
サービス
分野

＜インダストリアル・マテリアル＞
・化学全般
・ケミカルエレクトロニクス
・プラスチックス
・半導体材料
・フラットパネル材料
・各種工業材料
・電子材料・部品・部材

・一般食品／健康食品
・家庭用品
・医薬品／医薬部外品
・衣料品
・雑貨
・化粧品／トイレタリー

第1事業本部
＜農林水産＞
・畜産関連全般

・農業関連全般
・林業関連全般
・水産関連全般
・その他

第2事業本部

• 幅広い業界（領域、分野）に対応してきた実績を有します。
• 50年の実績と約90名の調査研究員により、各種の産業分野において広い知見とネットワークを有しており、どのような業

界においても対応でいる適用範囲の広さと高い専門性を保有しています。
• 官庁、財団、中核的企業支援機関様からの受託実績があり、高い評価と信頼性を得ています。
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弊社ご案内

会社概要

商 号 株式会社 工業市場研究所（KOHKEN）

事 業 所

本社
（〒105-0003）東京都港区西新橋3-6-10 マストライフ西新橋ビル
TEL：03-6459-0150 FAX：03-6459-0151

大阪事業所
（〒550-0005）大阪市西区西本町1-7-8 柴田東急ビル
TEL：06-6533-0633 FAX：06-6533-0631

事 業 内 容
産業全般にわたるマーケティングリサーチ、コンサルティング、
企画資料の出版、各種情報サービス

設 立 1967年8月1日

資 本 金 15,000,000円

役 員

代表取締役 日暮 琢也

取締役 美濃部 康之

取締役 渡辺 竜也

従 業 員 数 90名

取 引 企 業 数 約2,000社

取 引 実 績

民間大手一部上場（化学・電気・通信等）、ディベロッパー、不動産会社、シンクタ
ンク、コンサルタント、外資系企業、経済産業省、環境省、国土交通省、日本貿易
振興機構、中小企業基盤整備機構、郵政総合研究所、文部科学省、国際協力機
構（JICA）、厚生労働省、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）、科学
技術振興機構（JST）、産業技術総合研究所、農畜産業振興機構、農林水産省、
内閣府、各県の中小企業支援センター

加 盟 団 体
東京商工会議所
社団法人首都圏不動産公正取引協議会（賛助会員）


